
　大変お疲れ様でございます。今日もたくさんの

メンバーにお集まりいただきまして有難うござい

ます。先週は出席率が88％を超えたということで、

本年度の目標にしております88％を初めて達した

のかなと思います。石田委員長有難うございまし

た。今後もいろいろな企画をしていただいて、出席向上に向け

て施策、実践をして88％を何とか確保をして年間の平均も88％

を超えるような動きをしていただきたいと思いますので宜しく

お願い致します。

　さて、水曜日になると木曜日の会長挨拶を考えて昨日の時点

では頭の中では固まっていたのですが、今日会社に行き気付い

たのが10月24日は世界ポリオデーなのですね。皆さんご存じか

と思いますが。そこで急遽、用意をしてきた話は取りやめてポ

リオのお話をしたいと思い、朝からいろいろな資料をかき集め

ましたので、てんこもりにお話をさせていただきたいと思って

おります。もしかするとお食事が冷えるかもしれません。そし

て、いつもより少々長いかもしれませんが、ここは忍耐でご協

力をいただければと思います。まず、ご紹介したいのは先般新

聞にポリオの記事が載っていたのをご覧になった方いらっしゃ

いますでしょうか。それを読み上げます。『少女の面影を残す

若いお母さんの目に涙があふれた。かたわらの壊れたチャイル

ドシートで赤ちゃんが眠る。「この子はポリオにかかってしまいました」。パレスチナ自治区ガザか

らのニュース映像。母と子の姿を見るうち、画面が涙でにじんだ。アブドゥル・ラフマンちゃんはガ

ザ地区で25年ぶりに確認されたポリオ患者だ。じきに１歳の誕生日が来るけれどお座りもはいはいも

できなくなった。ワクチンさえ接種していれば防げたはずなのに、イスラエルの攻撃で機会を奪われ

た。ポリオウイルスの感染力は強い。不衛生な環境で広がり、小さな子どもがかかりやすい。致死率

が高く、まひを起こすと生涯にわたって残るため、恐れられる。道民もかつてポリオの恐怖に脅かさ

れた。1960年、夕張を起点に大流行し、全道で約1600人が発症し約130人が亡くなった。感染は全国

で広がり、「うちの子を助けて」という母親の叫びがこだました。旧ソ連やカナダなどから緊急輸入

したワクチンで終息に向かった。ガザで一時的な戦闘の休止が実現し、ワクチン接種が始まった。60
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万人を超す子どもが対象だ。必要量は確保できているというから、行き届くよう心から願う。さら

に全面停戦へ進めないものか。かけがえのない命が奪われ、悲しみが満ちる光景をこれ以上見たくな

い。』という新聞記事が掲載されておりました。1960年私が生まれて１歳の時に夕張で発症し、そし

て全国に広がったということで少し驚きを感じております。そして、1600人が発症して130人がお亡

くなりになられたという記事を見てびっくりしました。ロータリーがポリオ根絶に向けていろいろな

動きをしているのは皆さん周知の事実かと思うのですが、日本にもそのような団体があるのをご存じ

でしょうか。ＪＣＶという団体でロータリーと同じような活動をされているようです。ポリオの話を

させてもらいますが、ポリオはポリオウイルスが引き起こす感染症で小児麻痺の原因の一つとして

世界で恐れられていました。しかし、ポリオウイルスのワクチン接種が広がった今、1988年に125か

国あったポリオ常在国も残るはパキスタンとアフガニスタンの２か国のみとなりました。ポリオによ

る治療法は現在も無く、ワクチンでの予防が子供の命を守る唯一の対策です。ポリオは1980年に根絶

された天然痘に次いで、人類史上２番目に根絶可能な感染症と言われております。ポリオ常在国がゼ

ロになるまで世界の子供たちは感染のリスクに晒されるため、ＪＣＶは子供ワクチン支援活動の継続

そして活動への理解、協力が必要であるとメッセージとして謳っています。ロータリーとどういう関

係をもって活動しているのか私には分かりませんが、このような団体が日本にもあるのだということ

を今日調べて分かりました。そして、ロータリーは1985年にポリオプラスプログラムを開始して以来、

ポリオ根絶のために20億ドル以上の寄付を行ってきました。また、ポリオ根絶活動のために年間500

万ドルの寄付金を集める取り組みも行っており、これらにビルゲイツ財団がその２倍額の上乗せを加

えます。これにより毎年１億5000万ドルをポリオの無い世界へという、子供たちの約束を果たすため

の活動に充てることができています。ビルゲイツさんの話は皆さんもご存じかと思いますが、ロータ

リーとビルゲイツさんの寄付金で毎年１億5000万ドルをポリオ根絶のために寄付をしているというこ

とを改めて知ることができました。その財源の一部を私たちが会費としてお支払いをしている分担金

のなかから上納として納めさせていただいていると。ポリオ根絶に向けて人的な部分であったり現地

に行ったりはできないでしょうけれども、資金援助、資金支援として一翼を担っているということを

考えた時に、ここはそれぞれ自負してもいいことなのかなと考えております。実際、現地に行くこと

はできないと思いますが分担金会費のなかからお支払いをしている、知らないうちにポリオの根絶に

私たちメンバーも寄与しているのだということも頭においていただきたいですし、プライドとしてそ

れを持ち続けることも大事なのかと思います。いかに皆さんからの寄付が支援をしているかというこ

とに認識を改めていただければ有難いと思います。そして、再来週11月７日財団の例会がございます。

ここでも寄付を浅野委員長が皆さんのところを回ってお願いすると思いますけれども、今日このお話

をさせていただきましたので非常に集めやすくなったのではないかと思います。

　本日の例会は北見工業大学地域デザイン未来工学科教授　桝井様をお迎えして講話をいただくこと

になっております。宜しくお願い致します。

　短い時間ではありますが、楽しく実のある例会でありますことをご祈念申し上げまして例会冒頭の

会長挨拶とさせていただきます。

幹事報告 迫田幹事

１）１名の新入会員候補者の推薦がございました。

　　㈱ホテル黒部　代表取締役　黒部一哉　様

　　職業分類：ホテル

　　推 薦 者：西村会長・渡辺会員

　　なお本件はクラブ細則第11条「会員選挙の方法」に基づき、会員増強委員会、会員選考・職業分

類委員会を経て10月の理事会で承認されましたことをご報告致します。ご異議のある会員は書面

にて７日以内に理事会に申し立て下さい。

ご異議がなければ11月７日の例会より出席予定です。

２）次週は特別休会となっております。お間違えのないよう宜しくお願い致します。

３）国際ロータリー第2610地区ガバナーエレクト合同事務所から令和６年９月能登半島豪雨災害のご

支援についての依頼がありました。11月７日はロータリー財団寄付がございますので、11月14日

の例会で集めさせていただければと思いますので宜しくお願い致します。



委員会報告

Ｒ情報委員会　鈴木委員長

　第２回情報委員会のご案内です。今回のテーマは、来年４月５日にＩＭが当クラブの当番で行われ

ますが、ベテラン会員の方に今までのＩＭの思い出等を語っていただいて、参加経験のない会員の方

の参考にしていただきたいと思っております。又、過去の地区大会にご参加された時のエピソード等

あれば語っていただいて各種大会への出席の機運が高まれば有難く思います。２つ目は会員増強につ

いて。前回に引き続き当クラブに入会していただきたい知人等、どんな情報でも話していただきたく

お願いします。報告は11月28日の例会で発表をお願いします。

プログラム ゲスト卓話「地方行政サービス支援のために SNS の声を活用出来るか？～産学協同研究事例から」
北見工業大学 地域未来デザイン工学科 教授 桝井 文人 氏　地域発展委員会

　山口委員長の挨拶の後、

北見工業大学地域未来デザ

イン工学科教授桝井文人氏

に「地方行政サービス支援

のためにSNSの声を活用出

来るか？～産学協同研究事

例から」と題して卓話をし

ていただきました。





月 日24 60
（休会者  3名） 12 50 11 0 84.7％10本 日 例 会

月 日10 60
（休会者  3名） 12 36 5 0 67.9％10本 日 例 会

■ 例会予告 10 月 14 日 出席に関して 出席委員会

11 月 21 日 会員卓話	 神野	賢一	会員　プログラム委員会

■会報委員長　市村　政弘　／　■編集文責　羽田野博幸

出席報告 出席委員会

出席報告（10月10日分）
第2502回 職場訪問移動例会

石田出席委員長


